
佐
藤
春
夫

と

『
太
平
広
記
』

■

）

は
じ
め
に

大
正
の
末
期
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
「文
壇
に
は
支
那
文
学
の
伝
統
が
表

向
に
は
絶
滅
し
た
や
う
に
見
え
た
し
、
国
民

一
般
の
注
意
は
欧
米
の
方
に

眩
惑
さ
れ
」
（↓

た
一
そ
ん
な
状
況
の
中
で
、
「支
那
文
学
愛
好
者
」
の
佐

藤
春
夫
は
中
国
文
学
の
紹
介
に
力
を
注
ぎ

つ
つ
、
現
状
に
対
す
る
不
満
と
、

中
国
の
通
俗
小
説
を
選
択
す
る
理
由
を
次
の
よ
う
に
語
つ
て
い
る
。

勿
論
そ
の
頃
わ
が
国
に
立
派
な
支
那
文
学
研
究
者
が
絶
無
で
あ

つ

た
と
い
ふ
わ
け
で
は
な
い
。
た
ゞ
そ
の
諸
先
生
方
の
研
究
は
高
遠
に

過
ぎ
て
、
支
那
に
興
味
を
失

つ
て
ゐ
た
当
時
の
青
少
年
に
は
あ
ま
り

に
隔
絶
し
て
し
ま
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
支
那
文
学
も
支
那
文
学
専

門
家
も
偕
に
高
閣
に
東
ね
ら
れ
て
し
ま
つ
て
ゐ
た
と
い
ふ
べ
き
で
あ

ら
う
。
そ
の
間
に
あ

つ
て
自
分
の
や
う
に
通
俗
に
卑
近
な
も
の
が
は

じ
め
て
役
に
立

つ
た
の
で
あ
る

，
τ

若
き
佐
藤
春
夫
は
父
親
か
ら

「支
那
文
学
の
研
究
の
疎
か
に
す
べ
か
ら

ぎ
る
も
の
」
と
教
示
さ
れ
て
お
り
、
翻
訳
と
翻
案
の
形
で
努
力
の
姿
を
示

張

文

宏

し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
を
参
考
に
し

↑
、

ま
ず

『
東
周

列
国
志
』
『
馴
斎
志
異
』
『
今
古
奇
観
』
『
情
史
』
な
ど
の
通
俗
小
説
を
数
多

く
訳
出
し
、
そ
れ
ら
を

『
玉
箸
花
』
（新
潮
社
、
大
正

一
二
年
人
月
）
に
綴

り
込
ん
で
出
版
し
た
。
『
玉
箸
花
』
に
よ
り
、
当
時
の
日
本
の
庶
民
階
層
は

中
国
小
説
の
特
有
の
面
白
さ
と
怪
異
さ
が
読
み
取
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と

言
え
る
。

さ
ら
に
は
若
い
世
代
に
隣
国
の
中
国
を
理
解
さ
せ
る
た
め
に
、
春
夫
は

絶
え
る
こ
と
な
く
中
国
の
通
俗
小
説
に
着
日
し
て
い
る
。
『
玉
箸
花
』
出
版

の
六
年
後
、
少
年
少
女
向
き
の

『
支
那
童
話
集
』
（ア
ル
ス
発
行
、
昭
和
四

年

一
月
）
も
上
梓
さ
れ
た
。
童
話
と
し
て
そ
こ
に
収
め
ら
れ
た
翻
訳

・
翻

案
作
品
の
三
分
の
二
は

『
太
平
広
記
』
（以
下
は

『
広
記
』
と
略
す
る
）
に

取
材
し
た
仙
人
の
話
で
あ
る
。
こ
の

「ま
す
で
す
体
」
で

「し
や
べ
る
よ

う
に
」
書
い
た
作
品
は
少
年
少
女
の
読
者
た
ち
の
興
味
を
そ
そ
る
。
『
支
那

童
話
集
』
の
成
功
に
よ
り
、
『
広
記
』
か
ら
素
材
を
採
り
続
け
る
春
夫
は
読

者
層
を
拡
大
す
る
よ
う
に
、
皇
帝
の
逸
話
や
異
類
婚
姻
諄
な
ど
、
取
材
源

も
ジ
ヤ
ン
ル
の
幅
も
広
げ
て
き
た
。
そ
の
春
夫
の
姿
勢
は
鴎
外

ｏ
鏡
花

ｏ

荷
風

・
芥
川
ら
を
継
ぎ
、
大
正
～
昭
和
期
の
中
国
文
学
愛
好
の
例
証
を
示
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し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
『
広
記
』
に
関
わ
る
基
礎
資
料
を
出
発
点
に
、
春
夫
の

『
広

記
』
取
材
の
作
品
の
個
別
的
な
考
察
を
通
し
て
、
彼
の
翻
訳

・
翻
案
の
方

法
と
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
思
う
。

一
、
『
太
平
広
記
』
の
諸
本
及
び
研
究
現
状

宋
王
朝
は
中
国
を
統

一
し
て
か
ら
、
各
王
国
の
図
書
を
集
め
た
が
、

降
伏
し
た
諸
国
の
臣
下
に
は
天
下
に
名
の
知
ら
れ
た
学
者
が
多
く
、

怨
み
を
公
言
す
る
こ
と
が
あ

つ
た
の
で
、
彼
ら
を
の
こ
ら
ず
館
閣
に

招
き
、
高
額
の
手
当
を
出
し
て
、
書
物
を
編
纂
さ
せ
、
『
太
平
御
覧
』

『
文
苑
英
華
』
各

一
千
巻
が
で
き
た
「
さ
ら
に
、
野
史
、
伝
記
、
小

説
の
各
部
門
の
著
作
か
ら
編
纂
し
て
本
文
五
百
巻
、
日
録
十
巻
の
書

物
が
で
き
あ
が
つ
た
。
こ
れ
が
、
『
太
平
広
記
』
で
あ
る

？
Ｙ

右
の
よ
う
に
、
魯
迅
は

『
中
国
小
説
史
略
』
で

『
広
記
』
の
編
纂
理
由

を
述
べ
て
い
る
。
だ
が
、
李
防
の

「進
書
表
」
に
よ
れ
ば
、
そ
の
理
由
は

宋
太
宗
の
「腱
は
聖
啓
を
周
く
し
、
徳
は
文
思
に
適
れ
、
群
言
を
博
総
し
、

衆
善
を
遺
さ
ず
、
以
為
え
ら
く
編
秩
既
に
広
く
、
御
覧
周
く
し
難
し
、
故

に
青
英
を
采
撫
し
、
類
例
を
裁
成
せ
し
む
」
（こ

と
い
う
言
葉
で
あ

つ
た
。

宋
の
太
平
興
国
二
年

（九
七
七
年
）
二
月
に
、
太
宗
の
勅
命
に
よ
つ
て

李
防
ら

↑
）
が
編
纂
を
開
始
、
翌
年
人
月
に
完
成
、
太
平
興
国
六
年

（九

人

一
年
）
正
月
に
版
木
に
彫
ら
れ
た
。
こ
れ
は
漢
か
ら
宋
の
初
期
ま
で
の

四
百
を
超
え
る
書
物
か
ら
約
七
千
編
を
抜
き
出
し
、
神
仙

・
神

ｏ
道
術

・

夢
な
ど
九
二
項
目
に
分
類
し
た
総
集
で
あ
る
。
し
か
し
、
学
者
に
は
不
必

要
で
あ
る
と
の
異
論
が
出
て
、
こ
の
本
は
版
木
の
ま
ま
収
蔵
さ
れ
て
し
ま

い
出
版
さ
れ
な
か
つ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
版
木
は
保
管
さ
れ
た
が
、

明
代
に
は
写
本
を
残
す
の
み
と
な
り
、
版
木
自
体
は
無
く
な

っ
て
し
ま

つ

た
。
明
の
嘉
靖
四
五
年

（
一
五
六
六
年
）
に
談
憧
が
写
本
を
元
に
版
刻
し
、

隆
慶
元
年

（
一
五
六
七
年
）
に
そ
の
修
正
版
が
出
版
、
こ
れ
が
即
ち
談
刻

本
、
今
流
布
す
る
も
の
の
原
本
で
あ
る
。

明
代
に
は
、
談
刻
本
に
続
い
て
許
自
昌
に
よ
る
許
刻
本
、
常
州
府
の
版

本
、
活
字
本
が
あ
る
が
、
後
二
者
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
清
の
乾
隆

年
間
の
黄
晟
の
黄
氏
巾
箱
本
が
談
憧
本
に
修
正
を
加
え
て
い
る
が
、
基
づ

い
た
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
の
で
、
信
用
し
き
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
ま
た
、
清
の
陳
仲
魚
が
宋
本
を
発
見
し
、
許
刻
本
と
校
合
し
、
そ

の
結
果
を
許
刻
本
に
書
き
入
れ
た
。
宋
本
は
後
に
散
逸
し
た
が
、
陳
氏
の

許
刻
本
は
現
在
、
北
京
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
陳
氏
手
校
本
と
呼

ば
れ
て
い
る
。
ま
た
、
台
湾
大
学
に
孫
潜
が
宋
本
と
の
異
同
を
書
き
込
ん

だ
談
憧
本
、
い
わ
ゆ
る
孫
校
本
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
呉
県
の
沈
氏
の
家
よ

り
談
刻
本
と
も
系
統
が
異
な
る
野
竹
斎
砂
本
或
い
は
明
砂
本
と
呼
ば
れ
る

明
代
の
写
本
が
発
見
さ
れ
、
こ
れ
も
北
京
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
陳
氏

お手破
抹
徒
野
竹
斎
砂
本
は

一
般
に
は
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。

一
九
五
九
年
に
江
紹
檻
が
談
刻
本
を
底
本
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
諸
本
に
よ

っ
て
校
勘
し
た
点
校
本
を
人
民
文
学
出
版
社
よ
り
出
版
、　
一
九
六

一
年
九

月
に
中
華
書
局
よ
り
そ
の
誤
植
を
正
し
て
再
版
さ
れ
た
。
江
校
本

（中
華
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書
局
本
と
も
言
わ
れ
る
）
は
信
頼
度
が
高
く
、
且
つ
入
手
し
や
す
い
も
の

で
、
現
在
も
っ
と
も
流
通
し
て
い
る
。

中
国
文
学
史
上
、
『
広
記
』
は
他
の
類
書
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
ほ
ど

の
貴
重
な
価
値
を
持

っ
て
い
る
。
そ
れ
は

『
広
記
』
に
は
他
書
に
は
見
ら

れ
な
い
小
説
の
供
文
が
相
当
数
引
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「漢
代
晋
代
よ
り
五
代
に
至
る
小
説
家
の
言
は
、
も
と
の
書
物
が
い
ま
で

は
す
で
に
散
逸
し
て
し
ま

っ
た
も
の
で
も
、
往
々
こ
の
書
に
よ
っ
て
考
察

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（略
）
稗
史
小
説
の
宝
庫
た
る
の
み
な
ら
ず
、
文
学

潮
流
の
統
計
表
と
も
な

っ
て
い
よ
う
。
」
７
）と
、
魯
迅
も
指
摘
し
て
い
る
。

ま
た

『
集
外
集
拾
遺
補
編
』
中
の

『
唐
人
説
菅
』
の
正
体
を
暴
く
」
で
、

魯
迅
は

『
広
記
』
の
長
所
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
中
国
文
学
の
研
究
者
に

こ
の
書
籍
を
推
薦
し
た
。

思
う
に

『
太
平
広
記
』
の
長
所
は
二
つ
あ
る
。　
一
は
六
朝
か
ら
宋

代
初
期
ま
で
の
小
説
が
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
収
録
さ
れ
て
お
り
、
も
し

大
ま
か
な
研
究
で
あ
れ
ば
、
他
に
多
く
の
書
物
を
買
い
込
ま
ず
に
す

む
か
ら
で
あ
る
。
二
は
妖
怪
、
鬼
神
、
和
尚
、
道
士
と
い
っ
た
よ
う

に

一
類
ず

つ
き
ち
ん
と
分
類
さ
れ
、
十
分
な
ほ
ど
集
め
て
あ

つ
て
、

う
ん
ざ
り
す
る
く
ら
い
読
む
こ
と
が
で
き
る

Ｔ
Ｙ

全
五
百
巻
の

『
広
記
』
は
日
本
語
版
の
完
訳
が
な
い
が
、
近
年
、
そ
の

一
部
分
の
日
本
語
の
訳
注
が
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
は
、
木
村
秀
海
監

修

・
堤
保
仁
編

『
訳
注
太
平
広
記
　
鬼
部
』
貧

～
四
）
（や
ま
と
昆
命
企

画
、
一
九
九
八
年
七
月
～
二
〇

一
〇
年
二
月
）
、
塩
卓
悟

。
河
村
晃
太
郎
編

『
訳
注
太
平
広
記
　
婦
人
部
』
（汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四
年
七
月
）
、
今
場

正
美

・
尾
崎
裕
著

『
「太
平
広
記
」
夢
部
訳
注
稿
』
（中
国
芸
文
研
究
会
、

二
〇
〇
五
年
四
月
）
は
大
量
な
注
釈
を
書
き
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

に
、
『
広
記
』
の
引
用
書
籍
、
例
え
ば

『
捜
神
記
』
、
『
酉
陽
雑
俎
』
の
日
本

語
訳
も
見
ら
れ
る
。
竹
田
晃
訳
『
捜
神
記
費
平
凡
社
、
一
九
六
四
年
初
版
）
、

今
村
与
志
雄
訳

『
酉
陽
雑
俎
』
（平
凡
社
、　
一
九
人
〇
年

一
月
）
、
佐
野
誠

子
訳

『
捜
神
記

・
幽
明
録

・
異
苑
他
』
「
中
国
古
典
小
説
選
』
二
、
明
治

書
院
、
二
〇
〇
六
年

一
一
月
）
な
ど
が
あ
る
。

『
広
記
』
に
関
す
る
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
限
り
、
中
国
で

は

一
九
二
〇
年
頃
か
ら
発
足
し
た
が
、
専
門
的
な
著
作
は
九
冊
し
か
上
梓

さ
れ
て
い
な
い
。
文
化
大
革
命
の
中
で
、
『
広
記
』
は
発
禁
本
に
さ
れ
た
か

ら
、
本
格
的
な
研
究
は

一
九
七
九
年
か
ら
開
始
し
て
以
来
、
学
術
論
文
は

僅
か
百
編
ほ
ど
し
か
発
表
さ
れ
て
い
な
い
。
最
近
の
二
〇
年
間
で
は
、
『
広

記
』
を
テ
ー

マ
と
し
た
修
士
、
博
士
学
位
論
文
は
、
台
湾
を
入
れ
て
、
約

二
〇
編
で
あ
る
が
、
台
湾
の
ほ
う
が
そ
の
半
分
を
占
め
て
い
る
。

張
国
風
氏
の

「『
太
平
広
記
』
の
版
本
の
変
遷
」
「
文
献
』
、　
一
九
九
四

年
第
四
期
）
を
は
じ
め
と
す
る
、
テ
ク
ス
ト
を
中
心
に
考
察
す
る
と
こ
ろ

に
関
心
が
集
ま
っ
て
い
る
。
疱
崇
高
氏
ら
は

『
広
記
』
の
注
釈
や
校
正
に

つ
い
て
の
研
究
に
よ
り
好
評
を
博
し
た
。
ま
た
、
文
化
や
歴
史
の
角
度
か

ら

『
広
記
』
に
検
討
を
加
え
る
論
も
あ

っ
た
が
、
質
が
よ
く
な
い
よ
う
で

あ
る
。
だ
が
、
張
傑
氏
の

「魯
迅
と

『
太
平
広
記
旨

翁
魯
迅
研
究
月
刊
』
、

二
〇
〇

一
年
第

一
二
期
）
は
、
魯
迅
の

『
広
記
』
観
を
再
評
価
し
重
視
さ
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れ
て
い
る
。

日
本
に
お
け
る

『
広
記
』
の
研
究
に
関
し
て
は
、
稲
田
ヂ
の

男
酔
翁
談

録
』
と

『
太
平
広
記
旨

翁
神
田
博
士
還
暦
記
念
書
誌
学
論
集
』
、
平
凡
社
、

一
九
五
七
年

一
二
月
。
所
収
）
と
、
竹
田
晃
の

「二
〇
巻
本

『
捜
神
記
』

に
つ
い
て
の
考
察
」
「
中
国
文
学
研
究
』
二
、　
一
九
六

一
年
）
と
は
、
哨

矢
と
な

っ
た
。
近
年
、
富
永

一
登
氏
は

『
太
平
広
記
』
の
諸
本
に
つ
い
て
」

「
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
五
九
、　
一
九
九
九
年

一
二
月
）
を
通
し
て
、

そ
の
諸
本
の
シ
ス
テ
ム
と
日
本
で
の
所
蔵
を
詳
細
に
検
証
し
て
き
た
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
に
お
け
る

『
広
記
』
の
研
究
は
テ
ク
ス
ト
関
連
が

中
心
に
な

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

上
述
の
研
究
史
か
ら
見
る
と
、
日
中
両
国
の
学
者
は
ど
ち
ら
も

『
広
記
』

の
版
本
に
焦
点
を
絞

っ
て
い
る
が
、
『
広
記
』
に
よ
る
翻
訳

・
翻
案
作
品
を

対
象
と
し
た
研
究
に
は
殆
ど
触
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
実
際
は
、
春

夫
年
譜
に
あ
る
如
く
、
彼
は
中
国
古
代
の
女
流
詩
人
の
訳
詩
集

『
車
塵
集
』

（武
蔵
野
書
院
、
昭
和
四
年
九
月
）
と
同
じ
時
期
に

『
広
記
』
の
訳
業
を

始
め
た
の
で
あ
る
。

二
、
『
広
記
』
取
材
の
諸
作
品

「広
記
は
実
に
小
説
の
淵
藪
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
ま
た
古
代
支
那

文
学
の
関
心
が
那
辺
に
あ

つ
た
か
を
窺
ふ
好
個
の
統
計
で
あ
る
。
」
６
）
と

言
い
、
『
広
記
』
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
春
夫
は
、
昭
和
四
年
～
昭
和

三
六
年
の
約
二
二
年
間
に
、
『
広
記
』
か
ら
取
材
し
た
作
品
を

一
五
編
も
発

表
し
た
。
そ
の
初
出
の
年
代
順
に
よ
つ
て
以
下
に
ま
と
め
る
。
（括
弧
内
の

冒
頭
の
巻
数
は

『
広
記
』
の
も
の
で
あ
る
）

①
昭
和
四
年

一
月

一
〇
日
ア
ル
ス
発
行
の

『
支
那
童
話
集
』
に
掲
載
。

○

「美
し
い
絹
を
織
る
妻
」

（巻
第
五
九

「女
仙
」
四

「董
永
妻
」
、
出
典

『
捜
神
記
し

○

「奇
妙
な
虫
」

（巻
第
四
七
六

「昆
虫
」
四

「陸
順
」
、
出
典

『
宣
室
志
し

○

「徐
福
」

（巻
第
四

「神
仙
」
四

「徐
福
」
、
出
典

『
仙
伝
拾
遺
』
『
広
異
記
し

○

「仙
人
に
な

つ
た
人
」

（巻
第
五

「神
仙
」
五

「陳
安
世
」
、
出
典

『
神
仙
伝
し

○

「維
陽
の
十
友
」

（巻
第
五
三

「神
仙
」
五
三

「維
楊
十
友
」
、
出
典

『
神
仙
感
遇
伝
し

○

「人
を
聴
馬
に
す
る
話
」

（巻
第
二
人
六

「幻
術
」
三

「板
橋
三
娘
子
」
、
出
典

『
河
東
記
号

○

「慮
山
人
」

（巻
第
四
三

「神
仙
」
四
三

「慮
山
人
」
、
出
典

『
酉
陽
雑
俎
』
段
成

式
撰
）

○

「仙
術
の
い
た
づ
ら
」

（巻
第
五
二

「神
仙
」
五
二

「張
卓
」
、
出
典

『
会
昌
解
順
録
し

○

「恐
ろ
し
い
古
井
戸
の
話
」

（巻
第
二
三

一

「器
玩
」
三

「陳
仲
射
」
、
出
典

『
博
異
志
し
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○

「
い
ひ
伝

へ
に
そ
む
い
た
人
」

（巻
第
四
三

「神
仙
」
四
三

「ヂ
真
人
」
、
出
典

『
宣
室
志
し

②
昭
和

一
一
年
九
月

一
六
日
河
出
書
店
発
行
の

『
世
界
短
篇
傑
作
全
集
』

第
六
巻

「支
那
印
度
短
篇
集
」
に
収
録
。

○

「元
無
有
」

（巻
第
二
六
九

「精
怪
」
二

「元
無
有
」
、
出
典

『
玄
怪
録
』
牛
僧
襦

撰
）

③
昭
和

一
六
年
五
月

一
日
発
行
の
『
国
民
五
年
生
』
（第
二

一
巻
第
二
号
）
、

同
年

一
二
月

一
日
同
誌

（第
二

一
巻
第
九
号
）
に
そ
れ
ぞ
れ
掲
載
。

○

「親
友
が
虎
に
な

つ
て
ゐ
た
話
」

（巻
第
四
二
七

「虎
」
二

「李
徴
」
、
出
典

『
宣
室
志
』
張
読
撰
）

○

「玄
宗
皇
帝
と
仙
人
た
ち
」

（巻
第
二
九

「神
仙
」
二
九

「十
仙
子
」
Ｆ
一十
七
仙
」
、
出
典

『
神
仙

感
遇
伝
し

④
昭
和
三
六
年
九
月

一
日
発
行
の

『
美
し
い
暮
し
の
手
帖
』
（第

一
三
号
）

に
掲
載
し
た

「愛
妖
記
」
に
収
録
。

○

「柳
毅
の
話
」

（巻
第
四

一
九

「龍
」
二

「柳
毅
」
、
出
典

『
異
問
集
』
李
朝
威
撰
）

○

「任
氏
の
話
」

（巻
第
四
五
二

「狐
」
六

「任
氏
」
、
沈
既
済
撰
）

以
上
の
作
品
の
多
く
は
、
日
本
に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
珍
し
い
も

の
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
中
国
で
も
散
逸
し
た
り
し
て
珍
重
す
べ
き

も
の
で
あ
る
。
春
夫
が
い
つ
頃
か
ら

『
広
記
』
と
出
会
い
、
ま
た
い
か
な

る
版
本
に
拠

っ
た
か
は
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
、
明
ら
か
に
言
い
に
く

い
が
、
作
品
の
前
書
き
や
短
評
な
ど
に
魯
迅
の
言
説
が
多
く
援
用
さ
れ
た

と
い
う
点
で
、魯
迅
か
ら
の
影
響
を
無
視
し
て
は
い
け
な
い
。
魯
迅
は
様
々

な

『
広
記
』
の
版
本
に
目
を
通
し
た
が
、　
一
九
二
六
年
頃
、
校
正
や
校
勘

な
ど
に
多
く
活
用
し
た
の
は
清
の
黄
晟
本
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

働

τ

こ
れ
に
よ
り
、　
一
九
二
九
年
に

『
広
記
』
に
着
手
し
た
春
夫
は
魯
迅
と
同

じ
く
黄
晟
本
を
依
拠
本
文
に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
今
後
は

そ
の
課
題
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
が
、
本
稿
で
は
考
察
の
対
象

か
ら
除
外
す
る
。

ま
た

「何
故
に
女
を
殺
し
た
か
」
（大
正

一
二
年

一
月
、
『
サ
ン
デ
ー
毎

日
し

は

「凋
燕
伝
」
（昭
和

一
一
年
九
月
、
『
世
界
短
篇
傑
作
全
集
』
に
収

録
）
と
内
容
が
同
じ
だ
が
、
両
者
と
も

『
広
記
』
巻
第

一
九
五

「豪
侠
」

所
収
の

「福
燕
」
と
相
違
点
が
多
く
、
『
広
記
』
取
材
の
作
品
と
し
て
は
扱

わ
れ
な
い
。
だ
か
ら
、
こ
こ
で
は
考
察
の
対
象
外
と
し
て
お
く
。

三
、
「美
し
い
絹
を
織
る
妻
」
と
そ
の
典
拠

『
支
那
童
話
集
』
の

「は
じ
が
き
」
に
、
「主
に

『
東
周
列
国
志
』
『
柳

斎
志
異
』
『
今
古
奇
観
』
『
太
平
広
記
』
な
ど
と
い
ふ
支
那
の
む
か
し
の
本
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か
ら
材
料
を
と

つ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
別
に
童
話
と
い
ふ
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
少
年
少
女
た
ち
が
読
ん
で
よ
か
ろ
う
と
思
ふ
も
の
を
集
め
て

み
た
の
で
す
。
」
と
書
い
て
あ
る
。
こ
の
童
話
集
に
収
め
ら
れ
た

一
六
編
の

中
で
、
『
広
記
』
に
取
材
し
た
も
の
は

一
〇
編
を
占
め
る
。
そ
の
中
で
は
、

「美
し
い
絹
を
織
る
妻
」
に
お
い
て
春
夫
に
よ
る
改
変
が
目
立

つ
が
、
他

の
九
編
は
ほ
ぼ
逐
語
訳
で
あ
る
。
本
節
で
は
、
典
拠
の

「董
永
妻
」
と
そ

の
周
辺
資
料
と
を
比
べ
な
が
ら
、
「美
し
い
絹
を
織
る
妻
」
の
成
立
過
程
を

分
析
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
創
作
方
法
に
も
検
討
を
加
え
た
い
。

○

「美
し
い
絹
を
織
る
妻
」
の
あ
ら
す
じ

（
１
）
漢
の
時
代
、　
一
人
の
男
が
い
た
。
幼
時
、
母
は
死
ん
で
し
ま
い
、

一
九
歳
に
な

っ
た
ば
か
り
で
父
も
世
を
去

っ
た
。

（２
）
父
の
お
葬
式
の
費
用
が
な
い
か
ら
、
彼
は
自
分
の
身
を
金
持
ち
に

売
る
と
決
心
す
る
。

（３
）
奴
隷
奉
公
を
す
る
よ
う
に
な

っ
た
わ
け
を
書
い
た
札
を
貼
り
付
け

ら
れ
た
彼
は
、
あ
る
役
人
に
買
い
取
ら
れ
た
。

（４
）
彼
は
過
労
で
重
病
に
か
か
つ
て
、
美
し
い
女
は
彼
を
看
病
し
た
。

そ
の
上
に
、
二
人
は
結
婚
し
た
。

（５
）
女
は
、
金
を
儲
け
て
男
に
あ
げ
る
た
め
に
絹
を
織
る
。

（６
）
女
は
美
し
い
絹
で
得
た
金
で
、
夫
の
自
由
を
買
い
戻
し
た
。

（７
）
女
は
男
の
子
を
産
ん
だ
。
こ
の
子
は
生
ま
れ
て
か
ら
二
日
目
に
は

話
を
す
る
し
、
七
ヶ
月
日
に
は
聖
人
の
格
言
を
お
ぼ
え
る
。
十

一

ヶ
月
に
も
な
ら
な
い
う
ち
に
、
文
字
を
写
す
こ
と
が
で
き
た
。

（８
）
女
は
天
命
に
よ
つ
て
、
男
の
孝
心
に
報
う
た
め
に
人
間
に
来
た
女

神
で
あ
る
こ
と
を
打
ち
明
け
て
上
空
に
消
え
た
。

▽
典
拠

『
広
記
』
巻
第
五
九

「女
仙
」
四

「董
永
妻
」

董
永
父
亡
。
無
以
菫
。
乃
自
売
為
奴
。
主
知
其
賢
。
与
銭
千
万
遣
之
。

永
行
三
年
喪
畢
。
欲
還
詣
主
。
供
其
奴
職
。
道
逢

一
婦
人
日
。
願
為
子

妻
。
遂
与
之
倶
。
主
謂
永
日
。
以
銭
巧
君
実
。
永
日
。
蒙
君
之
恩
。
父

喪
収
蔵
。
永
雖
小
人
。
必
欲
服
勤
致
力
。
以
報
厚
徳
。
主
日
。
婦
人
何

能
。
永
日
。
能
織
。
主
日
。
必
爾
者
。
但
令
君
婦
為
我
織
練
百
匹
。
於

是
永
妻
為
主
人
家
織
。
十
日
而
百
匹
具
焉
。

▽

『
広
記
』
の
引
用
書
籍

『
捜
神
記
』
巻

一

「董
永
と
織
女
」
（波
線
部
は

筆
者
、
以
下
は
同
様
。
）０

　

　

　

　

０

曜
。
父
亡
、
無
以
葬
、
乃
自
売
為
奴
、
以
供
喪
事
。
主
人
知
其
賢
、
与

銭

一
万
、
遣
之
。
永
行
三
年
喪
畢
、
欲
還
主
人
、
供
其
奴
職
。
道
逢

一

婦
人
日
。
願
為
子
妻
。
遂
与
之
倶
。
主
人
謂
永
日
。
以
銭
与
君
実
。
永

日
、
蒙
君
之
恵
。
父
喪
収
蔵
。
永
雖
小
人
、
必
欲
服
勤
致
力
、
以
報
厚

徳
。
主
日
、
婦
人
何
能
。
永
日
、
能
織
。
主
日
、
必
爾
者
。
但
令
君
婦

為
我
織
練
百
疋
。
於
是
永
妻
為
主
人
家
織
。
十
日
而
畢
。
女
田
円
、
調

養

職
、
我
、
蚕

鋼

固

。
繊
ヨ

事

、
■
電

覇

藝

億

日

ｏ
調

畢
、
洲
藝

装

、
パ
墨

組

。
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◇
書
き
下
し
文

測
、
一覇

日

、
董

薇

奏

観

。
覇
引

燿

偏

祠

ぞ

、
客

目

明
。
な

観

朝

顎

覇

、
一層
事
む
≦

ヨ

曹

引

議

蟻

。
父
亡

ず
る
に
、
以
て
葬

る
無
く
、
乃
ち
自

ら
売
り
て
奴
と
為
り
、
以
て
喪

事
に
供

す
。
主
人
其
の
賢
な
る
を
知
り
、
銭

一
万
を
与

へ
、
之
を
遣
る
。

永
は
三
年
の
喪
を

行

ひ
畢
は
り
、
主
人
に
還
り
て
、
其
の
奴
の
職

を

供

せ
ん
と
欲
す
。
道
に

一
婦
人
に
逢
ひ
て
日
は
く
、
願
は
く
は

子

の
妻

と
為
ら
ん
、
と
。
遂
に
之
と
倶
に
す
。
主
人
永
に
謂
ひ
て
日
は
く
。
銭
を

以
て
君
に
与
ふ
、
と
。
水ヽ
日
は
く
、
君
の
恵
を
蒙

り
、
父
の
喪
を
収
蔵

す
。
永
は
小
人
な
り
と
雖

も
、
必
ず
勤
め
に
服
し
力

を
致
し
、
以
て

厚
徳
に
報
い
ん
と
欲
す
、
と
。
主

日
は
く
、
婦
人
何
を
か
能
く
す
、
と
。

永
は
日
は
く
、
能
く
織
る
、
と
。
主

日
は
く
、
必
ず
爾
れ
ば
、
但
だ
君

の
婦
を
し
て
我
が
為
に
練

百

疋
を
織
ら
し
め
よ
、
と
。
是
に
於
い
て
永

の
妻
主
人
の
家
の
為
に
織
り
、
十
日
に
し
て
畢
は
る
。
一封
ぼ
円
を
出
で

、

書

、

　

　

　

。

底

り

、
コ

調

観

薯

２

２

個

目

織

嶽

ヨ

顔

、
ど
。

ヽ

　

　

　

ヽ

　

　

　

Ｏ

（佐
野
誠
子
訳

『
捜
神
記

ｏ
幽
明
録

・
異
苑
他
』
（前
掲
同
）
に
拠
る
）

以
上
の
資
料
と
照
合
す
れ
ば
、
宋
の

『
広
記
』
の

「董
永
妻
」
は
晋
の

『
捜
神
記
』
の

「董
永
と
織
女
」
と
重
な

っ
た
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
両
方

と
も

「美
し
い
絹
を
織
る
妻
」
と
は
異
な

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
つ
た
。

「董
永
と
織
女
」
の
波
線
部
の
付
い
た
部
分
は

「董
永
妻
」
に
は
な
い
の

に
、
「董
永
妻
」
を
典
拠
と
し
た

「美
し
い
絹
を
織
る
妻
」
に
見
ら
れ
る
。

つ
ま
り

「美
し
い
絹
を
織
る
妻
」
の
冒
頭

（１
）
と
末
尾

（８
）
は

「董

永
と
織
女
」
の
そ
れ
ら
に
近
い
。
だ
か
ら
、
春
夫
が

『
広
記
』
を
調
べ
る

時
に
、
『
捜
神
記
』
も
読
ん
で
い
た
と
推
測
し
や
す
い
。
だ
が
、
「美
し
い

絹
を
織
る
妻
」
の

（３
）
（４
）
（６
）
（７
）
は

「董
永
妻
」
と
も

「董
永

と
織
女
」
と
も
相
違
す
る
。
そ
の
作
品
は
心
理
描
写
や
対
話
の
多
用
に
よ

り
、
重
み
が
あ
る
小
説
に
な

っ
た
。
特
に

（
７
）

つ
ま
り
女
の
息
子
が
神

童
と
し
て
描
か
れ
た
と
こ
ろ
に
、
春
夫
の
大
胆
な
加
筆
が
見
ら
れ
る
。
そ

の
よ
う
な
発
想
は
六
朝
の
超
自
然
的
な
怪
異
諄
と
伝
奇
物
語
か
ら
出
て
き

た
と
思
わ
ぎ
る
を
得
な
い
。

中
国
で
は
、
董
永
の

「孝
行
」
は
後
世
の
範
と
し
て

「
二
十
四
孝
」
の

一
つ
と
数
え
ら
れ
る
し
、
魏
の
曹
植
の
楽
府
詩

「霊
芝
篇
」
１

）
を
は
じ

め
、
晋
の

「董
永
と
織
女
」
、
後
に

「天
仙
配
」
と
い
っ
た
民
間
伝
説
と
戯

曲
に
至
り
頻
出
し
て
い
る
。
中
で
は
、
六
朝
の
任
防
の

『
述
異
記
』
翁
広

記
』
の
引
用
書
籍
）
中
の

「牽
牛
織
女
」
に
は
、
牛
飼
い
の
男

「牛
郎
」

と
天
の
神
の
娘

「織
女
」
と
の
恋
情
が
中
心
的
に
語
ら
れ
、
「孝
行
」
が
消

え
て
し
ま
っ
た
が
、
「董
永
と
織
女
」
と
重
な

っ
た
内
容
が
見
ら
れ
る
。
六

朝
以
降
の

「董
永
像
」
に

「天
人
女
房
」
の
類
の
物
語
要
素
が
混
じ
り
込

ん
だ
上
に
、
「七
夕
」
の
由
来
と
も
し
っ
か
り
繋
が

っ
て
き
た
。
要
す
る
に
、

董
永
の

「孝
行
」
が
民
間
で
広
く
伝
わ
っ
て
以
来
、
多
く
の
周
辺
的
な
民

話
要
素
が
色
濃
く
織
り
込
ま
れ
て
く
る
。
し
た
が

つ
て
、
「美
し
い
絹
を
織
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る
妻
」
が
典
拠
の

「董
永
妻
」
を
乖
離
し
た
主
な
理
由
は
、
作
者
が
少
年

少
女
の
読
者
を
面
白
く
読
ま
せ
る
た
め
に
、
想
像
力
を
生
か
し
、
「董
永
」

に
関
連
す
る
民
間
伝
説
を
多
量
に
書
き
加
え
た
か
ら
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
春
夫
の
「も
の
言
ふ
牛
の
話
」
貧

九
二
九
年
七
月

一
日
『
改

造
』
に
掲
載
さ
れ
た

「呼
牛
呼
馬
篇
」
の
第
二
話
）
に
少
し
言
及
し
た
い
。

そ
の
作
品
の
内
容
は

「牽
牛
織
女
」
と
同
じ
、
し
か
も
そ
の
冒
頭
に

「民

話
と
言

へ
ば
、
こ
こ
に
山
東
省
で
行
は
れ
て
ゐ
る
民
間
伝
説
の
な
か
に
、

も
の
言
ふ
牛
の
話
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
末
尾
に

「毎
年
の
七
夕
に
は

い
つ
も
秋
の
雨
が
ふ
り
そ
そ
ぐ
。
そ
れ
は
彼
等
が
会
合
の
時
に
落
す
歓
び

の
、
或
は
ま
た
悲
し
み
の
涙
で
あ
る
。
」
と
描
か
れ
た
よ
う
に
、
「七
夕
」

の
伝
説
が
入
っ
て
い
る
。
ま
た
、
文
中
の

「多
く
の
鳩
」
は

「多
く
の
鵠
」

の
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お

「美
し
い
絹
を
織
る
妻
」
に
は
木
下
順
二
の

「夕
鶴
」
貧

九
四
九

年
）
と
似
て
い
る
点
も
見
ら
れ
る
が
、
時
間
的
に
は
、
春
夫
は

「夕
鶴
」

を
参
考
に
す
る
可
能
性
が
な
い
。
し
か
し

「鶴
の
恩
返
し
」
と
い
う
よ
う

な
民
話
は
以
前
か
ら
東
北
地
方
を
中
心
に
伝
承
さ
れ
、
日
本
全
国
に
広
が

っ
て
い
る
か
ら
、
春
夫
が
そ
の
民
話
か
ら
啓
発
さ
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難

く
な
い
。

以
上
の
考
察
に
よ
り
、
春
夫
は

「美
し
い
絹
を
織
る
妻
」
を
創
作
す
る

際
に
、
大
量
の
漢
籍
に
限
ら
ず
、
民
間
伝
説
や
口
頭
伝
承
の
物
語
を
含
め

て
、
多
く
の
資
料
に
目
を
通
し
た
こ
と
が
推
測
で
き
よ
う
。
佐
藤
春
夫
は

こ
の
よ
う
に
資
料
を
複
数
参
考
に
し
て
、
自
ら
の
作
品
を
作
り
上
げ
た
の

で
あ
る
。

四
、
仙
人
の
話
に
つ
い
て

「美
し
い
絹
を
織
る
妻
」
を
含
め
て
『
支
那
童
話
集
』
に
収
録
さ
れ
た
、

『
広
記
』
取
材
の

一
〇
編
は
全
部
仙
人
に
関
す
る
物
語
で
あ
り
、
後
の
「玄

宗
皇
帝
と
仙
人
た
ち
」
も
同
じ
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
春
夫
は
な
ぜ
仙
人
の

話
に
興
味
を
寄
せ
た
の
か
、
ま
た
如
何
に
そ
れ
を
日
本
に
紹
介
し
た
の
か

と
い
う
問
題
は
、
仙
人
の

一
連
作
を
整
理
し
典
拠
ご
と
に
照
合
し
て
い
る

過
程
で
、
明
瞭
に
な

っ
て
く
る
。

「わ
た
し
は
す
べ
て
の
童
話
の
や
う
な
世
界
が
好
き
な
の
で
あ
る
」
Ｄ

）

と
言
い
、
童
話
の
よ
う
な
仙
人
の
世
界
に
興
味
を
示
す
春
夫
の
気
持
ち
が

理
解
し
や
す
い
で
あ
ろ
う
。
も
う

一
つ
の
理
由
は
、
『
広
記
』
に
お
け
る
「神

仙
」
五
五
巻
、
「神
」
二
五
巻
、
「女
仙
」

一
五
巻
と
い
っ
た
、
仙
人
関
連

の
内
容
は
圧
倒
的
に
数
多
く
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

「奇
妙
な
虫
」
の
原
題
は
主
人
公
の
名
前

「陸

順
」
で
あ
る
。
類
を
大

食
い
す
る
書
生
の
陸
は
南
蛮
人
の
薬
を
飲
ん
で
腹
中
の
虫
を

一
匹
吐
き
出

し
た
。
そ
の
天
地
の
精
気
か
ら
出
来
た
虫
を
持

っ
て
い
れ
ば
、
全
て
の
宝

物
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
っ
た
南
蛮
人
は
、
陸
か
ら
そ
の
虫

を
も
ら

つ
た
。
後
に
南
蛮
人
は
仙
人
の
持

っ
て
き
た
真
珠
を
呑
ん
で
し
ま

い
、
陸
を
つ
れ
て
海
の
中
に
入
っ
て
い
っ
た
。
陸
は
龍
宮
で
宝
物
を
い
つ

ぱ
い
得
て
大
金
持
ち
に
な

っ
た
、
と
い
う
物
語
で
あ
る
。

春
夫
は

「奇
妙
な
虫
」
の
末
尾
の

「其
後
党
不
仕
」
（そ
の
後
官
職
に
就

か
な
い
）
を
削
除
し
た
以
外
に
、
直
訳
を
行

っ
た
。
こ
の
物
語
が
中
国
の

南
方
を
舞
台
に
す
る
か
ら
、
原
作
の

「胡
人
」
を

「南
蛮
人
」
と
訳
し
、

当
時
に
あ
た
つ
て
は
、
好
訳
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
邦
訳
に
困
難
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な

「錬
丹
」
の
シ
ー
ン
も
以
下
の
よ
う
に
正
し
く
訳
さ
れ
て
き
た
。

▽
典
拠

『
広
記
』
の

「陸
順
」

置
油
膏
於
銀
鼎
中
。
構
火
其
下
。
投
轟
於
鼎
中
錬
之
。
七
日
不
絶
燎
。

○
春
夫
の

「奇
妙
な
虫
」

銀
の
鼎
の
中
に
い
ろ
／
ヽ
な
油
を
盛

つ
て
下
か
ら
火
を
焚
い
て
額
の

腹
の
中
の
か
ら
出
た
虫
を
そ
の
中

へ
入
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
薬
を
錬

る
よ
う
に
し
て
、
七
日
七
夜
の
間
火
を
絶
や
さ
ず
に
そ
れ
を
煮
た
の

で
し
た
。

中
国
人
は
も
と
も
と
鬼
神
を
信
じ
た
が
、
鬼
神
と
人
間
と
は
隔
離
さ
れ

て
い
た
。
人
間
と
鬼
神
と
を
行
き
来
さ
せ
よ
う
と
し
た
た
め
に
、
巫
が
生

ま
れ
た
。
後
に
巫
は
二
つ
に
分
か
れ
、　
一
つ
は
方
士
と
な
り
、　
一
つ
は
そ

の
ま
ま
巫
で
あ

っ
た
。　
一
般
的
に
、
巫
は
鬼
に
つ
い
て
、
方
士
は
錬
金
と

昇
仙
に
つ
い
て
述
べ
た
。
こ
と
に

「不
老
長
生
」
を
求
め
て
仙
人
に
な
る

こ
と
は
、
秦

。
漢
以
来
、
六
朝
を
経
て
唐
代
ま
で
盛
ん
と
な

っ
た
の
で
あ

ブ（）。
「奇
妙
な
虫
」
に
お
け
る

「錬
丹
」
の
続
き
と
し
て
、
春
夫
は

「徐
福
」

を
通
じ
て

「不
死
之
草
」
「霊
薬
」
を
求
め
て
い
た
古
代
人
の
姿
を
描
い
て

い
る
。
実
際
に
、
徐
福
伝
説
は
、
中
日
韓
の
三
国
に
散
在
し
、
そ
の
ス
ト

ー
リ
ー
は
地
域
に
よ

つ
て
様
々
で
あ
る
。
「玄
宗
皇
帝
と
仙
人
た
ち
」
（前

掲
同
）
の
末
尾
に
見
る
春
夫
の
徐
福
像
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

始
皇
帝
は
不
老
不
死
の
薬
を
求
め
て
徐
福
と
い
ふ
方
士

（仙
術
の

研
究
者
）
を
蓬
莱
の
嶋
に
遣
は
し
た
。
そ
の
船
が
漂
着
し
た
の
が
わ

が
国
で
、
そ
れ
も
わ
た
く
し
の
故
郷
の
和
歌
山
県
新
宮
の
あ
た
り
だ

と
伝

へ
ら
れ
て
ゐ
ま
す
。
徐
福
は
始
皇
帝
の
勅
命
で
仙
薬
を
採
り
に

行
く
と
い
ふ
口
実
で
、
ほ
ん
た
う
は
こ
の
暴
君
の
暴
政
を
逃
れ
て
平

和
な
殖
民
地
を
捜
す
目
的
で
美
し
い
悧
澱
な
元
気
の
い
い
少
年
少
女

た
ち
三
千
人
を
乗
せ
て
船
出
し
た
の
が
漂
流
し
た
の
だ
と
い
ふ
こ
と

で
す
。

し
か
し
、
春
夫
は
伝
説
と
口
碑
を
選
ば
ず
に

『
広
記
』
巻
四
の

「徐
福
」

を
典
拠
に
同
名
作
品
を
作
り
上
げ
た
。
彼
は

「奇
妙
な
虫
」
と
違

っ
た
態

度
を
と

つ
て
、　
一
部
を
削
除
し
た
り
改
変
し
た
り
し
た
が
、
誤
訳
、
誤
植

が
多
く
出
て
い
る
。

例
え
ば

『
広
記
』
の

「徐
福
」
で
は
、
沈
義
が
仙
人
に
な

っ
た
時
、
迎

え
て
い
く
人
は
二
人
、　
つ
ま
り

「黄
老
遣
福
為
使
者
。
乗
白
虎
車
。
度
世

君
司
馬
生
乗
龍
車
。
侍
郎
薄
延
之
乗
白
鹿
車
。
倶
来
迎
義
而
去
。
」
と
あ
る

が
、
春
夫
は
徐
福
を
目
立
た
せ
る
た
め
か
、
他
の
二
人
を
削
除
し

「沈
義

と
い
ふ
仙
人
に
な
る
こ
と
が
出
来
た
時
、
黄
帝
と
い
う
神
様
は
徐
福
を
自

虎
車
に
乗
せ
、
た
く
さ
ん
の
お
伴
と

一
し
ょ
に
、
沈
義
を
仙
人
の
住
む
国

へ
お
迎
え
に
や
り
ま
し
た
。
」
と
改
作
し
た
。
そ
し
て
そ
の
出
迎
え
の
こ
と

が
あ

つ
て
か
ら
、
人
々
は
初
め
て
行
方
不
明
の
徐
福
が
仙
人
に
な

っ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
つ
た
。
も
う

一
箇
所
は
、
徐
福
が
男
の
病
気
を
治
し
て
か
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ら
最
後
に
そ
の
男
に
霊
薬
を
渡
す
時
、
「可
以
刀
圭
飲
之
」
（匙
で
薬
を
量

っ
て
飲
め
ば
い
い
」
と
言
っ
た
が
、
こ
の
話
も
春
夫
に
カ
ツ
ト
さ
れ
た
。

『
広
記
』
巻
五

「沈
義
」
の
記
載
に
よ
り
、
文
中
の

「沈
義
」
は

「沈

義
」
の
誤
り
と
判
定
で
き
る
。
春
夫
は

「数
有
烏
衛
草
」
を
、
「不
思
議
な

鳥
が
ゐ
て
、
ど
こ
か
ら
と
も
知
ら
ず
草
を
く
は

へ
て
飛
ん
で
来
て
は
」
と

翻
訳
す
る
が
、
「鳥
」
は

「烏
」
の
誤
り
で
あ
る
。
ま
た
、
「食
詑
。
痢
黒

汁
数
升
。
其
疾
乃
愈
。
」
は
、
「男
が
そ
れ
を
飲
み
を
は
る
と
、
俄
に
日
か

ら
真
黒
な
汁
を
四
五
升
も
潟
い
て
、
あ
れ
ほ
ど
医
者
に
か
ゝ
つ
て
も
治
ら

な
か
つ
た
半
身
黒
い
病
気
が
す

っ
か
り
拭

つ
た
よ
う
に
治

つ
て
、
立
派
な

元
の
体
に
な
り
ま
し
た
。
」
と
書
き
直
さ
れ
た
。
そ
の
中
の
「痢
黒
汁
数
升
」

を

「
日
か
ら
真
黒
な
汁
を
四
五
升
も
潟
い
て
」
と
し
た
の
は
、
「痢
」
の
意

味
が
分
か
ら
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

「仙
人
に
な

つ
た
人
」
と

「維
陽
の
十
友
」
工
作
は
、
仙
術
を
習
い
覚

え
て
立
派
に
仙
人
に
な

っ
た
話
と
、
蒸
し
た
人
参
を
子
供
と
見
間
違
え
て

食
べ
な
か
っ
た
友
達
の
十
人
が
機
会
を
失

っ
て
天
に
昇
れ
な
か
っ
た
話
と

で
あ
る
。
『
広
記
』
の

「維
楊
十
友
」
に
よ
り
、
地
名
の

「維
陽
」
は

「維

楊
」
の
誤
り
と
判
断
で
き
る
。
ま
た
こ
の
作
品
に
は
、
典
拠
に
見
え
な
い

華
山
の
景
色
描
写
を
書
き
入
れ
た
。
だ
が
、
維
楊
と
い
う
地
方
は
果
た
し

て
長
安

（現
、
西
安
）
辺
り
の
華
山
に
近
い
か
、
距
離
的
に
ど
の
ぐ
ら
い

あ
る
か
を
推
定
し
難
い
。
し
か
し
、
景
色
描
写
や
会
話
を
和
ら
げ
る
表
現

の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
、
技
巧
を
工
夫
し
て
小
説
ら
し
く
綴
る
と
い
う
春
夫

の
意
図
が
は
っ
き
り
看
取
さ
れ
る
。

さ
ら
に
は
、
春
夫
は
、
唐
代
で
盛
ん
な
道
観
で
修
業
す
る
道
士
の
予
言

が
不
思
議
に
当
た

つ
た
物
語
も
選
択
し
た
。
そ
れ
は

『
広
記
』
巻
四
三
の

「ヂ
真
人
」
と

「慮
山
人
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ

「
い
ひ
伝

へ
に
そ
む
い
た
人
」

と

「慮
山
人
」
に
改
作
し
た
も
の
で
あ
る
。
春
夫
の

「慮
山
人
」
で
は
、

典
拠
の
後
日
諄
は
削
除
さ
れ
た
が
、
登
場
人
物
の

「超
元
郷
」
は

「趙
元

卿
」
の
誤
植
と
思
わ
れ
る
。

「仙
術
の
い
た
づ
ら
」
は

『
広
記
』
の

「張
卓
」
に
素
材
を
採
り
、
仙

人
に
教
え
ら
れ
た
隠
身
な
ど
の
仙
術
を
い
た
ず
ら
に
使

っ
た
張
卓
の
物
語

を
書
い
た
が
、
典
拠
と
相
違
す
る
点
が
多
く
て
、
創
作
と
言
っ
て
も
よ
い
。

例
え
ば
冒
頭
の

「明
経
及
第
。
帰
蜀
観
省
。
」
と
描
か
れ
た
張
卓
は
、
「呑

気
な
人
で
、
こ
れ
と
い
ふ
き
ま
つ
た
家
も
も
つ
て
ゐ
ま
せ
ん
。
ど
う
し
た

も
の
か
親
戚
縁
者
と
い
ふ
よ
う
な
も
の
も

一
向
な
い
ら
し
い
様
子
で
す
。
」

と
変
更
さ
れ
た
が
、
次
の
展
開
で

「家

へ
帰
り
た
く
て
仕
方
が
な
い
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
」
、
「ど
う
し
て
も
故
郷

へ
帰
り
た
い
と
い
ふ
こ
と
を
正
直

に
い
ひ
ま
す
と
、
仙
人
の
お
爺
さ
ん
も
心
よ
く
ゆ
る
し
て
く
れ
ま
し
た
。
」

と
い
う
場
面
を
見
る
と
、
前
後
が
矛
盾
し
て
い
る
の
に
気
づ
い
た
。
ま
た

「某
有

一
女
。
兼
欲
聘
之
。
卓
起
舞
謝
。
是
夕
成
礼
。
」
つ
ま
り
卓
が
仙
人

の
娘
と
結
婚
す
る
と
い
う
シ
ー
ン
は
削
ら
れ
、
最
後
に
仙
人
が
婿
の
卓
と

娘
を
つ
れ
て
二
人
で
仙
山
に
行

っ
て
し
ま

っ
た
と
こ
ろ
も
、
師
の
仙
人
が

卓
の
手
を
と
つ
て
虹
の
よ
う
な
橋
に
登
り
見
え
な
く
な
り
、
山
に
消
え
た
、

と
改
作
さ
れ
た
。

「恐
ろ
し
い
古
井
戸
の
話
」
で
は
、
古
い
井
戸
に
い
る
毒
龍
に
脅
か
さ

れ
て
人
間
を
誘
い
込
ん
で
毒
龍
に
食
わ
せ
る
、
綺
麗
な
女
に
化
け
た

「鏡

の
精
」
は
、
陳
仲
期
に
救
わ
れ
た
話
で
あ
る
。
だ
が
、
末
尾
の
陳
仲
射
の
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出
世
と
鏡
の
由
来
、鏡
２
異
の
文
字
を
述
べ
る
部
分
は
全
て
削
除
さ
れ
た
。

原
文
の

「牙
人
」
■

）
は
古
代
の
中
国
語
で
は
、
「商
売
の
仲
介
を
す
る
も

の
」
と
い
う
意
味
だ
が
、
「見
た
こ
と
の
な
い
男
」
と
直
さ
れ
て
、
当
て
は

ま
る
と
は
と
て
も
言
い
に
く
い
。

ち
な
み
に
、
「玄
宗
皇
帝
と
仙
人
た
ち
」
に
も
少
し
考
察
を
加
え
た
い
。

こ
の
作
品
は

『
支
那
童
話
集
』
出
版
か
ら
の

一
二
年
後
に
発
表
し
た
が
、

付
記
と
し
て
こ
の
作
品
の
結
末
に
、
「今
度
の
話
は
十
仙
子
と
二
十
七
仙
と

は
唐
の
時
代
の
小
説
を
宋
の
時
代
に
な

つ
て
集
め
た
大
平
広
記
と
い
ふ
本

の
な
か
か
ら
拾

つ
た
序
に
寛
裳
羽
衣
は
別
の
本
に
あ

つ
た
の
を
思
ひ
出
し

て
三
つ
の
小
さ
な
話
を

一
つ
に
つ
づ
け
て
書
い
て
み
ま
し
た
。
」
と
あ
る
よ

う
に
、
や
は
り
仙
人
の
話
の
続
き
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
作
者
は
道
教

に
熱
中
し
た
り
快
楽
を
求
め
す
ぎ
た
り
し
て
国
を
乱
し
て
し
ま

つ
た
唐
の

玄
宗
皇
帝
を
書
い
た
と
同
時
に
、
道
教
が
中
国
人
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
こ
と
、
さ
ら
に

「支
那
人
が
阿
片
を
吸
ふ
の
も
何
か
道
教
の
影
響
が
あ

る
や
う
な
気
が
し
ま
す
」
と
、
深
刻
な
社
会
問
題
を
提
出
し
て
い
る
。
な

お
、
読
者
に
よ
く
理
解
さ
せ
る
た
め
に
、
春
夫
は
多
く
の
説
明
文
を
入
れ

た
リ
ル
ビ
を
付
け
た
り
し
て
い
る
。
だ
が
、
『
広
記
』
の
原
文
と
照
合
す
る

と
、
文
中
の

「或
池
」
は

「咸
池
」
の
誤
り
、
「銚
宗
」
は

「銚
崇
」
の
誤

り
で
あ
る
。
「寛
裳
羽
衣
曲
」
は

『
楽
府
詩
集
』
『
全
唐
詩
』
『
楊
太
真
外
伝
』

な
ど
に
載
せ
る
が
、
唐
の
柳
宗
元
の

『
龍
城
録
』
に
収
め
る

「明
皇
夢
遊

広
寒
官
」
の
内
容
に
最
も
近
い
。
ま
た

「二
十
七
仙
」
に
拠

っ
た
部
分
で

は
、
最
後
の

「玄
宗
皇
帝
は
崩
御
の
後
、
虹
に
乗

つ
て
昇
天
し
て
月
宮
殿

に
幸
し
た
と
い
ふ
趣
向
を
芝
居
に
書
い
た
も
の
も
あ
る
」
と
い
う
話
は
典

拠
に
は
な
い
。
し
か
し
、
自
居
易
の

『
長
恨
歌
』
２

）
に
も
、
清
の
洪
昇

の

『
長
生
殿
』
島

）
に
も
そ
の
話
が
見
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
唐
代
の
怪
異
小
説
の
中
で
、
『
板
橋
記
』
は
そ
の
代
表
作
と

見
な
さ
れ
、
「板
橋
三
娘
子
」
と
改
題
し

『
広
記
』
の

「幻
術
」
部
に
収
め

ら
れ
た
。
春
夫
は
こ
の
不
思
議
な
話
を

「人
を
臆
馬
に
す
る
話
」
と
名
づ

け
て
逐
語
訳
と
い
う
形
で
紹
介
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
粗
筋
か
ら

唐
代
小
説
の
怪
異
に
つ
い
て
確
か
め
て
み
よ
う
。

旅
館
を
経
営
す
る
三
娘
子
は
親
切
で
評
判
が
い
い
。
あ
る
日
、
趙
と
い

う
男
が
旅
館
に
泊
ま
っ
た
。
夜
中
に
な

っ
て
も
眠
れ
な
い
趙
は
、
変
な
音

が
聞
こ
え
て
く
る
の
で
板
壁
の
隙
間
か
ら
覗
い
て
妙
な
こ
と
を
見

つ
け

た
。
そ
れ
は
、
三
娘
子
が

一
畳
の
土
間
で
呪
文
を
唱
え
な
が
ら
水
牛
の
人

形
や
農
耕
用
の
小
道
具
を
使

っ
て
、
種
撒
き
か
ら
蕎
麦
の
収
穫
ま
で
や
り

終
わ

つ
て
、
蕎
麦
粉
で
焼
餅
を
作

っ
た
と
い
う
シ
ー
ン
だ
。
翌
日
、
何
も

知
ら
な
い
客
た
ち
が
そ
の
焼
餅
を
食
べ
る
と
、
と
た
ん
に
ひ
つ
く
り
返
っ

て
朧
馬
に
な

っ
た
。
三
娘
子
は
そ
の
よ
う
な
朧
馬
を
安
く
旅
人
に
売
る
。

一
ヶ
月
後
、
趙
は
焼
餅
を
袋
に
入
れ
て
お
い
て
ま
た
そ
の
旅
館
に
泊
ま

っ

た
。
翌
る
朝
、
趙
は
三
娘
子
の
焼
餅
を
用
意
し
た
焼
餅
と
取
り
換
え
て
か

ら
、　
一
緒
に
食
べ
る
と
彼
女
を
誘

っ
た
。
三
娘
子
は
自
分
の
作

つ
た
焼
餅

を
食
べ
る
と
聴
馬
に
な

つ
て
し
ま

つ
た
。
趙
は
彼
女
の
化
し
た
艦
馬
に
乗

っ
て
歩
い
て
い
る
時
に
、
あ
る
老
人
と
出
会

っ
た
。
老
人
は
三
娘
子
を
許

し
て
や

っ
て
く
だ
さ
い
と
言

っ
た
ら
、
腫
馬
の
腹
中
か
ら
二
娘
子
が
出
て

き
て
お
辞
儀
を
し
て
ど
こ
か
に
消
え
た
。

（以
下
次
号
に
続
く
）

―-69-一



注
（
１

）

（
２

）

（
３

）

「か
ら
も
の
因
縁
―

（支
那
雑
記
の
序
と
し
て
）
―
」
「
定
本
佐
藤
春
夫
全
集
』

第
二
二
巻
、
臨
川
書
店
、　
一
九
九
九
年
八
月
。
所
収
）

一
人

一
頁
。

注

（１
）
と
同
じ
。　
一
人
○
～

一
人

一
頁
。

注

（１
）
と
同
じ
。　
一
人
○
頁
。
「か
ら
も
の
因
縁
―

（支
那
雑
記
の
序
と
し

て
）
―
」
に

「英
訳
な
ど
を
参
考
し
た
の
が
、
支
那
の
話
を
語
り
直
す
時
に
幾

分
の
新
し
さ
を
添

へ
る
に
役
立

つ
た
も
の
」
と
あ
る
。

（４
）
魯
迅

『
中
国
小
説
史
略
』
（今
村
与
志
雄
訳

『
魯
迅
全
集
』
第

一
一
巻
、
学
習

研
究
社
、
昭
和
六

一
年
五
月
。
所
収
）

一
人
三
頁
。

一
九
二
二
年

一
二
月
、
魯
迅
の

『
中
国
小
説
史
略
』
上
冊
が
北
京
大
学
第

一
学

院
の
新
潮
社
に
よ
り
出
版
さ
れ
、
初
版
本
の
刊
行
の
直
後
、
当
時
、
在
北
京
の

日
本
人
が
発
行
し
て
い
た
日
本
語
週
刊
誌

（『
北
京
週
報
』
九
四
号
、　
一
九
二

三
年

一
二
月
二
三
日
）
に
紹
介
記
事

「魯
迅
の

『
中
国
小
説
史
略
旨

が
載

っ

た
。
翌
年
六
月
、
『
中
国
小
説
史
略
』
下
冊
が
同
じ
く
新
潮
社
に
よ
り
出
版
さ

れ
た
。　
一
九
二
五
年
に
、
『
中
国
小
説
史
略
』
上
下
冊
が
北
京
の
北
新
書
局
社

に
よ
り

一
冊
に
ま
と
め
て
出
版
さ
れ
た
。

（５
）
『
太
平
広
記
』
（中
華
書
局
、　
一
九
六

一
年
九
月
）

一
頁
。

原
文
は
以
下
に
掲
げ
る
。
「盤
周
聖
啓
。
徳
邁
文
思
。
博
総
群
言
。
不
遺
衆
善
。

以
為
編
秩
既
広
。
観
覧
難
周
。
故
使
采
撫
苦
英
。
裁
成
類
例
。
」

（６
）
『
太
平
広
記
』
の

「進
書
表
」
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
『
太
平
広
記
』
編
纂
を

一
緒

に
し
た

一
二
人
は
、
呂
文
仲
、
呉
淑
、
陳
部
、
趙
隣
幾
、
董
淳
、
王
克
貞
、
張

泊
、
宋
白
、
徐
鉱
、
湯
悦
、
李
穆
、
雇
蒙
で
あ
る
。

（７
）
中
島
長
文
訳
注

・
魯
迅

『
中
国
小
説
史
略
』
１

（平
凡
社
、　
一
九
九
七
年
六
月
）

二
七
二
～
二
七
三
頁
。

（８
）
魯
迅

『
集
外
集
拾
遺
補
編
』
（伊
藤
虎
丸
ら
訳

『
魯
迅
全
集
』
第

一
〇
巻
、
学

習
研
究
社
、
昭
和
六

一
年
人
月
。
所
収
）

一
六
〇
頁
。

（９
）
「支
那
短
編
小
説
管
見
」
（
定
本
佐
藤
春
夫
全
集
』
第
二

一
巻
、
臨
川
書
店
、

一
九
九
九
年
五
月
。
所
収
）
二
五
二
頁
。

（
１０
）
張
傑

「魯
迅
与

『
太
平
広
記
旨

（『
魯
迅
研
究
月
刊
』
、
二
〇
〇

一
年
第

一
二

期
）
参
照
。

（
Ｈ
）
曹
植
の
五
言
詩

「霊
芝
篇
」
の
原
文
は
以
下
に
掲
げ
る
。
「董
永
遭
家
貧
。

父
老
財
無
遺
。
挙
俄
以
供
養
。
仰
作
致
甘
肥
。
責
家
填
門
至
。
不
知
何
用

帰
。
天
霊
感
至
徳
。
神
女
為
乗
机
。
」

（
‐２
）

「魯
迅
の

『
故
郷
』
や

『
孤
独
者
』
を
訳
し
た
と
こ
ろ
」

（
『
定
本
佐

藤
春
夫
全
集
』
第
二
五
巻
、
臨
川
書
店
、
三
〇
〇
〇
年

一
〇
月
。
所
収
）

一

三
七
頁
。

（
‐３
）
『
辞
源
』
に
拠
り
、
宋
の
書
物
に

「現
在

『
牙
』
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
売
買

交
易
に
従
事
す
る
人
の
こ
と
で
、
唐
の
時
代
の
人
は
干
と
書
い
て
い
た
が
、

牙
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
牙
と
書
く
よ
う
に
な

っ
た
。
」
と
出
て
い
る
。

（
‐４
）
『
全
唐
詩
』
（巻
第
四
二
五
）
所
収
の
自
居
易
の

『
長
恨
歌
』
に
、
崩
御
の
後
、

玄
宗
皇
帝
が
虹
に
乗

っ
て
昇
天
し
て
月
宮
で
楊
貴
妃
と
再
会
し
て
幸
せ
に
暮

し
て
い
る
と
い
う
描
写
が
あ
る
。
そ
の
部
分
を
抜
き
出
す
。

忽
聞
海
上
有
仙
山
　
　
山
在
虚
無
練
紗
間

楼
閣
玲
驚
五
雲
起
　
　
其
中
綽
約
多
仙
子

（中
略
）

七
月
七
日
長
生
殿
　
　
夜
半
無
人
私
語
時

在
天
願
作
比
翼
鳥
　
　
在
地
願
為
連
理
枝

（
‐５
）
洪
昇
は
清
の
初
期
の
劇
作
家
、
字
は
防
思
、
号
は
稗
村
。
『
長
生
殿
』
は
そ
の

代
表
作
で
あ
る
。

長
生
殿
は
唐
の
長
安
の
郊
外
に
あ
る
皇
帝
の
庭
園
で
あ
り
、
現
在
の
西
安
市
臨

澄
区
の
華
清
池
で
あ
る
。

［ち

ょ
う

・
ぶ
ん

こ
う
　
河
南

師
範
大
学
准
教
授
］
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